
 

社団法人全国結核予防婦人団体連絡協議会 

平成１９年度事業報告書 
（平成１９年１月１日～１２月３１日） 

 
本年度に実施した事業の概要は、次のとおりである。 
 
 
１．第５８回結核予防全国大会の後援と本会理事会ならびに定時総会の開催 
  結核予防会主催の第５８回結核予防全国大会を後援。 

また大会の一環行事で、本会の平成１９年度第1回・第2回理事会ならびに定時総会を

開催した。 
    なお、本協議会関連の主なる行事は次のとおりであった。 
 
（１）第１日 ３月２７日（火）    ホテルグランヴィア岡山 
 イ．全国結核予防婦人団体連絡協議会平成１９年度第１回理事会 

            ３階 サファイア       １０：００～１０：３０ 
 ロ．全国結核予防婦人団体連絡協議会定時総会 

      ３階 パール           １０：４０～１１：４０ 
 ハ．全国結核予防婦人団体連絡協議会平成１９年度第２回理事会 

            ３階 サファイア       １１：４５～１２：１０ 
 二．全国結核予防婦人団体連絡協議会懇談会 

３階 クリスタル       １７：１０～１７：５０ 
 ホ．記念写真撮影 

       ５階 写真室         １７：５５～１８：１５ 
ヘ．大会歓迎レセプション  

     ４階 フェニックス      １８：３０～２０：００ 
ト．研鑽集会 
              ４階 フェニックス      １３：３０～１６：００ 
   主題：「すすめよう結核根絶に向かって 
      －結核予防法とともに歩んだ５５年、そしてこれから－」 

 
（２）第２日 ３月２８日（水）４階 フェニックス     

大会式典と議事、決議・宣言、特別講演         １０：００～１３：１５ 
 特別講演「なまこ壁とエル・グレコ －倉敷と大原美術館が訴えること－」 

    大原 謙一郎 
 
 
２．結核予防関係婦人団体幹部研修会の開催 
    結核予防関係婦人団体中央講習会を、結核予防会との共催により開催した。 
    地区別結核予防婦人団体幹部研修会を、開催地区結核予防会各支部と地元婦人会との共

催のもとに開催した。 
    



〔目的〕結核予防を中心として公衆衛生知識の向上と、各参加団体会員相互の交流 
（１）結核予防関係婦人団体中央講習会 
   期  日 平成１９年２月１４日（水）～１６日（金） 
   場  所 メルパルク東京（芝公園） 
   参加人数 １０５名 
 
（２）地区別結核予防婦人団体幹部研修会（５地区） 

 イ．北海道地区   （大雪青年の家）    ７月１２日～１３日   
ロ．東北地区   （岩手県）       ７月１２日～１３日  
ハ．関東甲信越地区(茨城県)          ９月１１日 
ニ．中国四国地区 （島根県）       ８月 ４日～ ５日 
ホ．九州地区   （長崎県）      １１月１５日～１６日 

 
 
３．社団法人全国結核予防婦人団体連絡協議会法人30周年記念事業の実施 

日 程 平成１９年９月１４日（金） 
場 所 ホテルニューオータニ 「鶴の間」（ザ・メイン１階） 
主 催 社団法人全国結核予防婦人団体連絡協議会 
後 援 厚生労働省、総務省、文部科学省、東京都、社団法人日本医師会、社団法人 

日本看護協会、財団法人結核予防会、全国地域婦人団体連絡協議会、財団法 
人健康・体力づくり事業財団、財団法人日本対がん協会、財団法人エイズ予 
防財団、財団法人予防医学事業中央会 

参加者 ６６３名 
趣 旨 （社）全国結核予防婦人団体連絡協議会は、結核予防及び公衆衛生の向上を

目的に活動している各地域の婦人団体を統合した全国組織として、昭和 52
年に厚生大臣から社団法人として認可を受け、平成19年で創立30周年を迎

えることとなった。 
       第58回結核予防全国大会で、「国民の生涯健康管理を目指して、結核予防お 

よび生活習慣病対策の推進に積極的に協力し、『人々が健康で明るい生涯を 
送れるよう』組織一体となって努力する」と岡山県愛育委員連合会会長が宣 
言文を読み上げた。 

       結核予防法が感染症法になり、生活習慣病予防対策として特定健診、特定保 
健指導に取り組むなど状況が変化している中、結核予防婦人会は複雑化して 
いる国内の結核問題に取り組むとともに、結核の国際協力を推進する「スト 
ップ結核パートナーシップ日本」に参加して結核予防活動を行い、さらに成 
人はもちろん小児も含めた生活習慣病予防に貢献するなど、我々が果たす役 
割を明確にし、宣言実現のために、国民運動に発展させる大会とする。 

 
 
４．結核予防週間（平成１９年９月２４日～３０日）の主催 
    厚生労働省、都道府県、政令市、特別区、結核予防会、日本医師会、健康・体力づくり 
 事業財団並びに本会の主催により、全国各地域で全国一斉複十字シール運動キャンペーン 
 をはじめとする結核予防に関する各種の普及行事を実施した。 
 
 



５．教育広報誌『健康の輪』の発行 
  （１）教育広報誌『健康の輪』 
    結核及び公衆衛生全般の知識の向上と会員相互の連携を深める目的で、３月、７月、 
       １１月に、それぞれ№８９、№９０、№９１を発行、配布した。 
       Ａ４版   １０頁   各号 ３８,０００部発行 
 
６．複十字シール運動の後援、実施 
    結核予防会主催、厚生労働省、文部科学省及び本会の後援により実施されている本運動 
  に参加し、結核予防の教育広報並びに資金造成に努めた。 
  具体的には、以下の２事業を実施した。 
（１）複十字シール運動開始日である平成１９年８月１日を中心に、結核予防会各都道府

県支部幹部職員と本協議会各都道府県の会長が各知事室を訪問し、全国及び地域の

結核の現状を報告することにより、複十字シール募金運動の意義を理解していただ

き、各自治体から結核予防思想について広く一般に伝え、一層の普及を図っていた

だくよう依頼した。 
（２）結核予防週間の初日（平成１９年９月２４日）を中心として全国一斉複十字シール

運動キャンペーンを、結核予防会各都道府県支部との協力の下に実施し、本運動及

び結核予防の普及啓発を図った。 
 
７．普及広報資材の製作 
  全国一斉複十字シール運動キャンペーン用資材として、付箋紙を２３万部製作し、全国

の結核予防会支部へ配布した。 
 
８．国際協力 

（１） 結核予防会が行っている国際協力事業を進めるにあたり、 複十字シール募金を通

じて資金造成に協力した。その一環として、カンボジア結核対策スタディツアー

への会員の参加を推薦し5名が参加した。 
（２） カンボジア結核予防会が行う結核対策のための資金援助として、１，０００ドル

の援助を行った。 
 
９．会議の開催 
（１）定時総会 
   期日  平成１９年３月２７日（火） １０：４０～１１：４０ 
   場所  ホテルグランヴィア岡山 ３階 パール  
   議案  平成１８年度事業報告（案）並びに収支決算（案）について 

平成１９年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について         
       次期役員の選任について 
 
（２）理事会     

第１回 
   期日  平成１９年３月２７日（火）  １０：００～１０：３０ 
   場所  ホテルグランヴィア岡山 ３階 サファイア 
   議案  平成１８年度事業報告（案）並びに収支決算（案）について 
        
   



第２回 
   期日  平成１９年３月２７日（火）  １１：４５～１２：１０  
   場所  ホテルグランヴィア岡山 ３階 サファイア 
   議案  会長、副会長の互選 
 
   第３回 
   期日  平成１９年１２月９日（金）  １３：３０～１７：３０ 

場所  結核予防会 ５階 会議室 
   議案  平成２０年度事業計画（案）について 
       平成２０年度収支予算（案）について 
         
 
【参 考】 

会計監査 
   期日  平成２０年２月１８日（月）  １４：００～１５：００ 
   場所  結核予防会 ５階 ミーティングルーム 
   監事  神田アヤ子、藤本貴子 
   内容  平成１９年度収支決算 


